
島根原子力発電所温排水影響調査

服部守男・森脇晋平

島根原子力発電所の運転にともなうiM排水が周遍海域の漁場環境に及ぼす影響を把握するための

調査である。

調査概要

海上調査は調査船やそしま（９．４トン）にて観測を行ない，陸上調査は主として生物調査を実

施した。調査項目は，(1)海況調査（水ihl，塩素城，潮流），(2)浮遊微生物調査（植物プランクトン，

動物プランクトンの定騒，定性），(3)水質調査（色度，燭度，ＰＨ），(4)生物調査（目視調査，潜

水調査．岩ノリ調査，潮間帯生物調査，卵椎仔調査），(5)水楠試験（二屑の水温．密度，流速，波

動，生物生態）である。

調査結果

調査地点図および水温・塩素瞳の結果を図－１および付表１～３に示した。

また，水温の調査結果を以下に述べる。

（１）調査期日と発鰯出力

昭和55年６月16日，９月17日は発電出力46万kW(排水量30'，`/S），１２月１日及び昭
和56年２月６日は発趣出力46万kＷ（排水量22"‘/Ｓ）であった。

（２）温排水の影響があったと思われる場所

定点Ｐ；０ｍ胸６月１６日，９月１７日，１２月１１日，２月６日（４回）

１加層６月１６日，９月１７日，１２月11日，２月６日（４回）

２柳眉６月１６日，９月１７日，１２１１１１日，２月６日（４回）

３腕層６月１６日，２月６日（２回）

定点０－５；０〃層９月１７日（１回）

１〃届９月１７日（１回）

２〃層９月１７日（１回）

定点Ｔ－Ｍ；０柳眉２月６日（１回）

(3)観測定点のうち他よりやや水温が高めであった場所は

定点Ｐ；３〃層９月１７日，１２月１１日 (計２回）
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(4)定点別の上下周（０～３〃層）の水温差は次の範囲内であった。

定点Ｐ：４．２～7.1℃

定点０－５：0.1～0.9℃

定点１－０：０～0.3℃

定点Ｔ－Ｋ８０．１～０２℃

iiE点Ｔ－Ｎ：０～0.4℃

その他の定点０～０．４℃

(5)各水深層別水温の股高・最低の差は次の範囲内であった。

Ｏ〃側８５．５～8.1℃

１〃ＩＥＩ８４．０～６．２℃

２〃胸：１．７～３．４℃

３〃圏：０．５～1.4℃

５町iYi以下0.2～１．２℃

（計１回）

(計１回）

要 約

(1)定点Ｐは排水口から北東100〃の位置で，排水口に最も近い定点である。したがって毎回

０～２川層で高い水温が観測され，３〃屑においても時には他の定点より高い水温が観測され

た。これらは温排水の影響であると考えられる。

(2)定点０－５は排水口から北750Ｗの位置にあり，温排水の彫響と考えられる水温が９月１７日

の０～２〃層において観測されている。なお，この定点に温排水の影響があることは従前にも

観測されている。．

(8)定点Ｔ－Ｍは排水口から北東1,850〃の位置にあり，温排水の影響と考えられる水温が２月

６日のＯ〃層において観測されている。この定点の温排水の影響は前年の２月１８日にも認め

られ，気象海象の条件によってはこの定点に温排水の影響があると考えられる。

(4)上記以外の定点では，特別変ったことは認められなかった。

-172-



Ｃ
ロⅡ

L_＝

◎羽

Ｉ

弄汁、： ②
９一℃

0５００1.00()〃１

．△＿、

M().･ﾉﾉ光ｌＥｌｉｊｉ

４－１１ 01-

｜

▲
□
■
■
△

▲
■ ｌ－Ｅ

5Ｌ-16
４

!'
2－１

．

。-口

Ｏ１ＤＯＯ２ＤＯＣ
ｎDB

〃Ｉ

［．‐

瓜〔イノ｣益T1(IjjT
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沿/擁線１～２３の２４点

図１．海況調査地点
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